
【送水管】 φ２００ Ｌ＝ 533.96 ｍ Ｌ＝ ｍ

【泥吐管】 φ５０ Ｌ＝ 3.15 ｍ Ｌ＝ ｍ

八 次 地 区 送 水 管 布 設 工 事 ( ６ 工 区 )

数　量　計　算　書

（ 変 更 前 ) （ 変 更 後 )

ＤＣＩＰ（ＧＸ）

ＨＩＶＰ



(送水管-φ200)

01.　数　　量　　計　　算　　書



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

（ 材 料 費 ）

ＤＣＩＰ（GX）　延長 φ200 ＝ 533.96 ｍ

ＨＩＶＰ φ50 ＝ 3.15 ｍ

1種,内面粉体 切管調書より
ＤＣＩＰ（GX）

直　　管 φ200×5.00m ＝ 11 本
S種,内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
直　　管 φ200×5.00m ＝ 94 本

ＨＩＶＰ 直管 φ50×4.00ｍ ＝ 1 本
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
曲　　管 φ200×45° ＝ 6 ケ

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）
両 受 曲 管 φ200×45° ＝ 3 ケ

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）
ロングベンド φ200×45° ＝ 2 ケ

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）

曲　　管 φ200×22 1/2° ＝ 4 ケ
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
両 受 曲 管 φ200×22 1/2° ＝ 7 ケ

94

22

3 3

3.15

6

4

切管調書より

533.96

94

533.96

3.15

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

送水管φ200

直管

6

7

1

11 11

4

1

7



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

送水管φ200

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）

曲　　管 φ200×11 1/4° ＝ 3 ケ
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
曲　　管 φ200×5 5/8° ＝ 2 ケ

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）

乙字管 φ200×450H ＝ 2 ケ
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
二受Ｔ字管 φ200×φ100 ＝ 1 ケ

内面粉体,0.75MPa
ＤＣＩＰ（GX）

フランジ付Ｔ字管(浅層埋設用) φ200×φ75 ＝ 4 ケ
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
継　　輪 φ200 ＝ 1 ケ

直管用
ＤＣＩＰ（GX）

栓 φ200 ＝ 1 ケ
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
挿受片落管 φ100×φ75 ＝ 1 ケ

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）

ライナ φ200 ＝ 24 ケ
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
挿し口リング φ200 ＝ 25 ケ

内面粉体

GX形用特殊押輪 φ200 ＝ 2 組
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
異形管接合材料 φ200 ＝ 48 組

4

2

48

22

24

3

1

3

25 25

48

1 1

1 1

4

1 1

2 2

2

1

24



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

送水管φ200

内面粉体
ＤＣＩＰ（GX）

異形管接合材料 φ100 ＝ 1 組
内面粉体

ＤＣＩＰ（GX）
異形管接合材料 φ75 ＝ 1 組

ＰＥ鋳鉄製異種管継手片落 φ75×φ50 ＝ 1 ケ
ＲＦ形

水道配水用PE継手
ＥＦフランジ短管(片受) φ50 ＝ 1 ケ

内外面粉体　抜止付
VP用

ＶＣ短管１号 φ50 ＝ 1 ケ

ＨＩエルボ φ50 ＝ 2 ケ
ｶﾞｽｹｯﾄ1号・ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(SUS)

フランジ接合材 φ75 ＝ 8 組
ﾊﾟｯｷﾝ・ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(SUS)

フランジ接合材 φ50 ＝ 2 組
内面粉体・0.75MPa・GF-RF

ボール式補修弁 φ75×150H ＝ 4 基
内面粉体・0.75MPa

急速空気弁 φ25 ＝ 4 基
内外面粉体・0.75MPa

ＧＸ形ソフトシール両受仕切弁 φ200 ＝ 1 基
内面粉体・0.75MPa

JWWA B 122
鋳鉄製仕切弁 φ50 ＝ 1 基1

4

1 1

1

2 2

1 1

44

8 8

1 1

1

11

2 2

1 1

1

4



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

送水管φ200

円形3号 ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

空気弁室材 H=640 ＝ 4 組
円形2号 ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

H=410
仕切弁室材 φ200 ＝ 1 組

円形1号 ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製
H=670

仕切弁室材 φ50 ＝ 1 組

ロケーティングワイヤー ＝ 534.0 ｍ

管明示テープ (( × π × × ) × / ＝ 442.9 ｍ

埋設表示シート 幅150mm,ﾀﾞﾌﾞﾙ ＋ ＝ 534.4 ｍ

533.96
胴巻

0.220 1.5 4箇所 533.96

1

5.00) 442.86

531.72 2.65

1

4
ソフトV

4

533.96

1

1

534.37



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

（  労 務 費 ）

鋳鉄管据付工 φ200 － × 1 ＝ 533.7 ｍ

硬質塩化ビニル管据付工 φ50 - × 1 ＝ 3.0 ｍ
直管部

ＧＸ形継手工 φ200 ＝ 105 口
異形管部

ＧＸ形継手工 φ200 - ＝ 46 口
異形管部

ＧＸ形継手工 φ100 ＝ 1 口
異形管部

ＧＸ形継手工 φ75 ＝ 1 口
特殊押輪使用

メカニカル継手工 φ200 ＝ 2 口

メカニカル継手工 φ50 ＝ 1 口

ポリエチレン管(融着接合)工 φ50 ＝ 1 口

ＴＳ継手工 φ50 ＝ 4 口
0.75MPa

フランジ継手工 φ75 － ( 1 × 4 ) ＝ 4 口

V

22.00

48

空気弁

11

4 4

48 462

11

1 1

3.15

105

2.97

1

送水管φ200

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

533.96 0.26 533.70

105

1

特押

数　　量　　計　　算　　書

V

0.18



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

送水管φ200

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

数　　量　　計　　算　　書

1.00MPa

フランジ継手工 φ50 ＝ 2 口
タッピンネジ

ＧＸ形挿し口加工 φ200 ＝ 25 口
2工程,ＧＸ形施工用工具

鋳鉄管切断・溝切工 φ200 ＝ 23 口
2工程,ＧＸ形施工用工具

鋳鉄管溝切工 φ200 ＝ 2 口

硬質塩化ビニル管切断工 φ50 ＝ 3 口

補修弁設置工 φ75 ＝ 4 基

急速空気弁設置工 φ25 ＝ 4 基

仕切弁設置工 φ200 ＝ 1 基

仕切弁設置工 φ50 ＝ 1 基
円形3号

空気弁室設置工 H=640 ＝ 4 箇所
円形2号
H=410

仕切弁室設置工 φ200 ＝ 1 箇所
円形1号
H=670

仕切弁室設置工 φ50 ＝ 1 箇所

3 3

1

2

1

1 1

1 1

2

44

25

2

2

1

25

23

4 4

23

4

1

4
ｿﾌﾄV



名　　　　称 形　状　寸　法 数　量 単 位

送水管φ200

算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

数　　量　　計　　算　　書

粘着ﾃｰﾌﾟ

ポリエチレンスリーブ被覆工 φ200 ＝ 534.0 ｍ
天端明示無し

管明示テープ工 φ200 ＝ 534.0 ｍ

管明示シート工 ＝ 534.4 ｍ

スクラップ / ＝ 0.8 ｔ
削孔径60以上100未満 

コンクリート削孔工 削孔深50以上200未満 ＝ 1 孔

交通誘導員 ＝ 1 孔
(共通仮設費-技術管理費)

通水試験工 給水車で注水 / ＝ 0.43 日0.427

825.85 1000

533.96

533.96 533.96

534.37534.37

1

0.830

533.96

1

1250533.96

1

1



数    量

数 量 計 算 書
(　舗装本復旧工　)

送　水　管　布　設　舗　装　工

算          式単位名    称 形状寸法

【 国 道 】

仮舗装撤去

国道 As 管路延長 仮舗装幅

舗 装 版 取 壊 積 込 工 0cmを超え10cm以下 ｍ2 × 93.890

国道 As塊 仮舗装取壊 仮舗装厚

殻 運 搬 工 0.28m3 4t ｍ3 × 2.820

産 廃 処 理 費 国道 As ｔ × 6.630

舗装版取壊より

国道 補足材無し

不 陸 整 正 工 施工幅1.8ｍ未満 ｍ2 ＋ 93.890

舗装版取壊より

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 工 車道,施工幅 1.4ｍ未満

（基層・表層） 再生粗粒度As t=5cm ｍ2 93.890

(国道部)路面復旧図より

全面切削7㎝以下

路 面 切 削 工 即日1層 ｍ2 576.030

殻 運 搬 工 ( 路 面 切 削 ) 10tD ｍ3 × 28.802

産 廃 処 理 費 As切削殻 ｔ × 67.685

路面切削より

車道,施工幅 1.4ｍ以上

アスファルト舗装工(表層工) 再生密粒度As t=5cm ｍ2 576.030

路面復旧図より

区 画 線 設 置 工 実線 白 W=15cm ｍ ＋ 291.300

路面復旧図より

区 画 線 設 置 工 ｾﾞﾌﾞﾗ 白 W=45cm ｍ 17.500

93.890

156.48

93.89

2.82

0.03

0.60

2.35

576.030 0.05

28.802 2.35

143.30 148.00

17.50

576.030

93.890

576.030



数    量

【 県 道 】

路面復旧図より

県道 As

舗 装 切 断 工 ｔ=15cm以下 ｍ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 287.570

路面復旧図より

県道 As 歩道 車道 歩道 歩道 車道 歩道 車道 歩道

舗 装 版 取 壊 積 込 工 0cmを超え10cm以下 ｍ2 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

路面復旧図より

車道 歩道 車道 歩道 歩道 車道 歩道

ｍ2 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 715.200

仮舗装 仮舗装 影響幅 影響幅

県道 As塊 車道 歩道 車道 舗装厚 歩道 舗装厚

殻 運 搬 工 0.28m3 4t ｍ3 （ ＋ ) × ＋ × ＋ × 26.370

産 廃 処 理 費 県道 As ｔ × 61.970

舗装版取壊しより

県道 補足材無し

不 陸 整 正 工 施工幅1.8ｍ未満 ｍ2 715.200

舗装版取壊より

県道 車道,人力

アスファルト舗装工(基層工) 再生粗粒度As t=5cm ｍ2 96.960

舗装版取壊より

県道 車道,人力

アスファルト舗装工(表層工) 再生粗粒度As t=5cm ｍ2 96.960

県道 歩道 舗装版取壊より
施工幅 1.4ｍ未満

アスファルト舗装工(表層工) 細粒度As t=3cm ｍ2 618.240

96.96

96.96

618.24

14.0322.94 16.00 7.45 8.29

715.20

26.76 206.79

26.37

34.95 180.43 16.85

24.12 142.44 26.71 18.24 14.06

14.70

2.35

数 量 計 算 書
(　舗装本復旧工　)

送　水　管　布　設　舗　装　工

算          式単位

5.25 10.22 39.87

名    称 形状寸法

281.73

0.03 70.20 0.10 411.45 0.03

47.0667.17 10.26



数 量 計 算 書
( 土工延長集計表) 送水管 φ200

区間距離
Ｌ6

区間距離
Ｌ7

区間距離
Ｌ8

区間距離
Ｌ9

区間距離
Ｌ10

計掘削断面タイプ
区間距離

Ｌ1
区間距離

Ｌ2
区間距離

Ｌ3
区間距離

Ｌ4
区間距離

Ｌ5

断面1

179.88m国(県)道 車道As H=0.70 149.69 5.51 9.15 11.29 4.24

断面2

6.79m国道 車道As H=1.15 6.79

断面3

14.11 8.39 323.38m県道 歩道As H=0.70 21.64 26.08 63.98 25.37 163.81

断面4

4.58m県道 車道As H=1.20 4.58

断面5

4.09m県道 歩道As H=1.40 4.09

断面6

10.17m県道 車道As H=2.00 10.17

断面7

2.65m県道 歩道As H=0.70 2.65

計 531.54m



断面1 断面2 断面3 断面4 断面5 断面6 断面7 計 設計数量

179.88m 6.79m 323.38m 4.58m 4.09m 10.17m 2.65m 531.54m
m当り数量 2.000 2.000 2.000 2.000 2.000 2.000 2.000

延長×

舗装切断工 As t=15cm以下 m当り数量 ｍ 359.760 13.580 646.760 9.160 8.180 20.340 5.300 1063.080 1060
m当り数量 0.600 0.600 0.600 0.600 0.850 0.850 0.550

As 0cmを超え10cm以下 延長×

舗装版取壊積込工 BH0.28m3 m当り数量 ｍ2 107.928 4.074 194.028 2.748 3.477 8.645 1.458 322.358 322
m当り数量 0.492 0.762 0.534 0.792 1.352 1.802 0.457

延長×

管路掘削工 BH0.28m3 m当り数量 ｍ3 88.501 5.174 172.685 3.627 5.530 18.326 1.211 295.054 300
土砂 m当り数量 0.432 0.432 0.312 0.432 0.442 0.612 0.253

延長×

残土運搬工 4tD BH0.28m3 m当り数量 ｍ3 77.708 2.933 100.895 1.979 1.808 6.224 0.670 192.217 190
As m当り数量 0.060 0.060 0.018 0.060 0.026 0.085 0.017

延長×

残土運搬工 4tD BH0.28m3 m当り数量 ｍ3 10.793 0.407 5.821 0.275 0.106 0.864 0.045 18.311 18
m当り数量 0.141 0.141 0.039 0.141 0.056 0.200 0.037

延長×

産廃処理費 As m当り数量 ｔ 25.363 0.957 12.612 0.646 0.229 2.034 0.098 41.939 42
m当り数量 0.432 0.432 0.312 0.432 0.442 0.612 0.253

延長×

産廃処理費 土砂 m当り数量 ｍ3 77.708 2.933 100.895 1.979 1.808 6.224 0.670 192.217 192
m当り数量 0.214 0.214 0.214 0.214 0.319 0.319 0.195

ダスト 延長×

管路埋戻工 BH0.28m3 m当り数量 ｍ3 38.494 1.453 69.203 0.980 1.305 3.244 0.517 115.196 120
m当り数量 0.060 0.330 0.222 0.360 0.910 1.190 0.204

流用土 延長×

管路埋戻工 BH0.28m3 m当り数量 ｍ3 10.793 2.241 71.790 1.649 3.722 12.102 0.541 102.838 100
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ m当り数量 0.600 0.850 0.550

t=10cm 延長×

路盤工 施工幅1.8m未満 m当り数量 ｍ2 194.028 3.477 1.458 198.963 199
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ m当り数量 0.600 0.600 0.600 0.850

t=15cm 延長×

下層路盤工 施工幅1.8m未満 m当り数量 ｍ2 107.928 4.074 4.074 8.645 124.721 125
粒調砕石 m当り数量 0.600 0.600 0.600 0.850

t=22cm 延長×

上層路盤工 施工幅1.8m未満 m当り数量 ｍ2 107.928 4.074 4.074 8.645 124.721 125
m当り数量 0.600 0.600 0.600 0.850

再生粗粒度As,車道 延長×

アスファルト仮舗装工 人力施工 t=3cm m当り数量 ｍ2 107.928 4.074 4.074 8.645 124.721 125

数 量 計 算 書
(土 工 総 括 表) 送水管 φ200

工　　種 細　目

掘削断面番号

単位
延長

m当り数量



断面1 断面2 断面3 断面4 断面5 断面6 断面7 計 設計数量

179.88m 6.79m 323.38m 4.58m 4.09m 10.17m 2.65m 531.54m

数 量 計 算 書
(土 工 総 括 表) 送水管 φ200

工　　種 細　目

掘削断面番号

単位
延長

m当り数量

m当り数量 0.600 0.850 0.550

再生粗粒度As,歩道 延長×

アスファルト仮舗装工 人力施工 t=3cm m当り数量 ｍ2 194.028 3.477 1.458 198.963 199

m当り数量 別紙計算書参照

両側分 延長×

軽量鋼矢板建て込み工 矢板長2.50m m当り数量 ｍ 10.170 10.170 10.2
m当り数量 別紙計算書参照

両側分 延長×

軽量鋼矢板建て込み工 矢板長2.00m m当り数量 ｍ 4.090 4.090 4.1
m当り数量 別紙計算書参照

両側分 延長×

軽量鋼矢板引抜き工 矢板長2.50m m当り数量 ｍ 10.170 10.170 10.2
m当り数量 別紙計算書参照

両側分 延長×

軽量鋼矢板建て込み工 矢板長2.00m m当り数量 ｍ 4.090 4.090 4.1
m当り数量

設置段数2段 設置+撤去 延長×

軽量金属製支保工 軽量金属腹起し材 水圧式ｻﾎﾟｰﾄ m当り数量 ｍ 10.170 10.170 10.2
m当り数量 別紙計算書参照

設置段数1段 設置+撤去 延長×

軽量金属製支保工 軽量金属腹起し材 水圧式ｻﾎﾟｰﾄ m当り数量 ｍ 4.090 4.090 4.1
m当り数量

延長×

軽量鋼矢板賃料 Ⅱ型 H=2.50m m当り数量 式 1.000 1.000 1
m当り数量

延長×

軽量鋼矢板賃料 Ⅱ型 H=2.00m m当り数量 式 1.000 1.000 1



GX形1種φ 定尺長＝ 5.00 ｍ ( 1 )

 切　管　調　整　表

切断 溝切 挿口

№ 合　計 残　管 溝切 のみ 加工

1 2.35 △ △ 1.95 4.30 0.70 2 2

2 1.00 △ ○ 1.15 △ △ 1.15 3.30 1.70 3 1 4

3 4.17 △ 4.17 0.83 1 1

4 1.32 △ △ 3.18 4.50 0.50 2 2

5 0.82 △ △ 0.96 1.78 3.22 2 2

6 3.35 △ △ 1.60 4.95 0.05 2 2

7 2.00 △ ○ 1.20 △ △ 1.03 4.23 0.77 3 1 4

8 2.75 △ △ 2.00 4.75 0.25 2 2

9 2.86 △ △ 2.10 4.96 0.04 2 2

10 3.14 △ △ 1.60 4.74 0.26 2 2

11 2.44 △ △ 2.44 4.88 0.12 2 2

△：切断＋溝切　　○：溝切のみ

200

甲切管 乙切管 乙切管乙切管乙切管乙切管乙切管



GX形1種φ 定尺長＝ 5.00 ｍ ( 2 )

 切　管　調　整　表

切断 溝切 挿口

№ 合　計 残　管 溝切 のみ 加工

計 46.56 8.44 23 2 25

口数

(口) = 11 本

延長

＋ 18.21 ) × 8.44 Kg

× Kg

計＝ Kg

△：切断＋溝切　　○：溝切のみ

200

甲切管 乙切管 乙切管 乙切管 乙切管 乙切管 乙切管

26.20 2.35 18.01

11

※ 残 管 重 量
鉄部 ﾗｲﾆﾝｸﾞ

直管部＝ (  79.64 = 825.85

受口部＝ 71.20

= 825.85



HIVP φ 定尺長＝ 4.00 ｍ ( 1 )

 切　管　調　整　表

№ 合　計 残　管

1 0.85 0.50 0.20 1.55 2.45 3

計 1.55 2.45 3

口数

(口) = 1 本

50

甲切管 乙切管 乙切管 乙切管 乙切管 乙切管 乙切管 切断

0.85 0.50 0.20



土留工数量計算表

計 断面⑤ 断面⑥

14.26 4.09 10.17

- 1.40 2.00

φ200 φ200

- 0.22 0.22

- 0.20 0.20

- 1.82 2.42

- 2.00 2.50

1.62 2.22
H<1.8

H=2.00m 4.09 4.09
H<2.8

H=2.50m 10.17 10.17
H<2.8

H=3.00m  
H≧2.8

H=3.50m  

 

W=0.85

N=1段 4.09 4.09

W=0.85

N=2段 10.17 10.17

 

 

 

支
保
工

平面図・縦断図

項　　目

施　工　延　長

（土被り）

（ 口 径 ）

（根入長）

必要矢板長

矢 板 長

掘削深(H)

軽
量
鋼
矢
板
建
込
引
抜
工



運搬費：鋼 材 運 搬 重 量

往路 3.010 0.969 3.979

φ200部
復路 3.010 0.969 3.979

往路 3.010 0.969 3.979

復路 3.010 0.969 3.979

計

（単位：t）

立　　坑　　名
軽量鋼矢板
H=2.50m

軽量鋼矢板
H=2.00m

計 適　　用



土砂

As塊

( × - )

×

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 車道 As DCIPφ200 (土被り h= 0.70 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.60 × 1.00

2.000 ｍ

1

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 0.492 - 0.060 0.432 ｍ3

0.492 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.60 × 0.82 × 1.00

0.600 ㎡

0.28m3 4t
× 1.00 0.060 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.60 × 0.10

産 廃 処 理 費 土砂

0.141 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.060 × 2.35

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.60 × 0.10 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.60 0.42 0.038

0.214 ｍ3

0.432 ｍ3

施工幅1.8ｍ未満

上 層 路 盤 工
粒調砕石 t=22cm

0.60 ×

0.600 ㎡

BH0.28m3

下 層 路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=15cm

0.60 × 1.00

1.00 0.060 ｍ3

再生粗粒度As t=3cm
0.600 ㎡

施工幅1.8ｍ未満

アスファルト仮舗装
工

人力施工
0.60 × 1.00

1.00 0.600 ㎡

仮復旧工掘 削 工

As

機
械
掘
削

1
φ200　H=0.70m

国道・県道(車道)As舗装

ダスト

9
20

土
被
り
 
7
00

1
0
0

8
2
0

埋設表示シート

良質土 (流用土)

仮表層(再生粗粒度As)

30
1
00

9
20

4
2
0

20
0

2
2
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

再生粒調砕石 2
20

15
0

D(GX)φ200ロケーティングワイヤー

600



土砂

As塊

( × - )

×

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 車道 As DCIPφ200 (土被り h= 1.15 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.60 × 1.00

2.000 ｍ

2

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 0.762 - 0.330 0.432 ｍ3

0.762 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.60 × 1.27 × 1.00

0.600 ㎡

0.28m3 4t
× 1.00 0.060 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.60 × 0.10

産 廃 処 理 費 土砂

0.141 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.060 × 2.35

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.60 × 0.55 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.60 0.42 0.038

0.214 ｍ3

0.432 ｍ3

施工幅1.8ｍ未満

上 層 路 盤 工
粒調砕石 t=22cm

0.60 ×

0.600 ㎡

BH0.28m3

下 層 路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=15cm

0.60 × 1.00

1.00 0.330 ｍ3

再生粗粒度As t=3cm
0.600 ㎡

施工幅1.8ｍ未満

アスファルト仮舗装
工

人力施工
0.60 × 1.00

1.00 0.600 ㎡

600

仮復旧工掘 削 工

As

機
械
掘
削

2
φ200　H=1.15m

国道 (車道) As舗装

ダスト

1
3
7
0

土
被
り
 
1
15
0

1
00

1
2
7
0

埋設表示シート

良質土
(流用土)

仮表層(再生粗粒度As)

3
0

5
5
0

1
3
7
0

4
2
0

2
00

2
2
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

再生粒調砕石 2
20

1
50

D(GX)φ200ロケーティングワイヤー



土砂

As塊

( × - )

×

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 歩道 As DCIPφ200 (土被り h= 0.70 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.60 × 1.00

2.000 ｍ

3

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 0.534 - 0.222 0.312 ｍ3

0.534 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.60 × 0.89 × 1.00

0.600 ㎡

0.28m3 4t
× 1.00 0.018 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.60 × 0.03

産 廃 処 理 費 土砂

0.039 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.018 × 2.15

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.60 × 0.37 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.60 0.42 0.038

0.214 ｍ3

0.312 ｍ3

施工幅1.8ｍ未満
0.600 ㎡

BH0.28m3

路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=10cm

0.60 × 1.00

1.00 0.222 ｍ3

再生粗粒度As t=3cm
0.600 ㎡

アスファルト仮舗装
工

歩道 人力施工
0.60 × 1.00

600

仮復旧工掘 削 工

As

機
械
掘
削

3
φ200　H=0.70m

ダスト

9
2
0

土
被
り
 7
0
0

3
0

8
9
0

国道・県道(歩道)As舗装

埋設表示シート

良質土
(流用土)

仮表層(再生粗粒度As)

3
0

37
0

9
2
0

4
20

20
0

2
2
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 10
0

D(GX)φ200ロケーティングワイヤー



土砂

As塊

( × - )

×

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 車道 As DCIPφ200 (土被り h= 1.20 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.60 × 1.00

2.000 ｍ

4

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 0.792 - 0.360 0.432 ｍ3

0.792 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.60 × 1.32 × 1.00

0.600 ㎡

0.28m3 4t
× 1.00 0.060 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.60 × 0.10

産 廃 処 理 費 土砂

0.141 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.060 × 2.35

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.60 × 0.60 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.60 0.42 0.038

0.214 ｍ3

0.432 ｍ3

施工幅1.8ｍ未満

上 層 路 盤 工
粒調砕石 t=22cm

0.60 ×

0.600 ㎡

BH0.28m3

下 層 路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=15cm

0.60 × 1.00

1.00 0.360 ｍ3

再生粗粒度As t=3cm
0.600 ㎡

施工幅1.8ｍ未満

アスファルト仮舗装
工

人力施工
0.60 × 1.00

1.00 0.600 ㎡

4
φ200　H=1.20m

D(GX)φ200

国道・県道(車道)As舗装

600

仮復旧工掘 削 工

As

機

械

掘

削

ダスト

1
4
2
0

土
被
り
 
1
20
0

埋設表示シート

仮表層(再生粗粒度As)

3
0

1
4
2
0

4
2
0

1
0
0

1
3
20

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

粒調砕石

良質土

(流用土)

1
5
0

2
2
0

6
0
0

2
0
0

2
2
0



土砂

As塊

( × - )

×

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 歩道 As DCIPφ200 (土被り h= 1.40 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.85 × 1.00

2.000 ｍ

5

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 1.352 - 0.910 0.442 ｍ3

1.352 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.85 × 1.59 × 1.00

0.850 ㎡

0.28m3 4t
× 1.00 0.026 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.85 × 0.03

産 廃 処 理 費 土砂

0.056 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.026 × 2.15

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.85 × 1.07 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.85 0.42 0.038

0.319 ｍ3

0.442 ｍ3

施工幅1.8ｍ未満

アスファルト仮舗装
工

歩道 人力施工
0.85 ×

0.850 ㎡

BH0.28m3

路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=10cm

0.85 × 1.00

1.00 0.910 ｍ3

再生粗粒度As t=3cm
1.00 0.850 ㎡

10
70

16
20

42
0

2
00

2
20

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 10
0

D(GX)φ200ロケーティングワイヤー

国道・県道(歩道)As舗装

【土留工 H=2.00m】

850

仮復旧工掘 削 工

As

機
械
掘
削

5
φ200　H=1.40m

ダスト

16
20

土
被
り
 
14
0
0

3
0

15
90

埋設表示シート

良質土
(流用土)

3
0

仮表層(再生粗粒度As)



土砂

As塊

( × - )

×

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 車道 As DCIPφ200 (土被り h= 2.00 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.85 × 1.00

2.000 ｍ

6

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 1.802 - 1.190 0.612 ｍ3

1.802 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.85 × 2.12 × 1.00

0.850 ㎡

0.28m3 4t
× 1.00 0.085 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.85 × 0.10

産 廃 処 理 費 土砂

0.200 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.085 × 2.35

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.85 × 1.40 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.85 0.42 0.038

0.319 ｍ3

0.612 ｍ3

施工幅1.8ｍ未満

上 層 路 盤 工
粒調砕石 t=22cm

0.85 ×

0.850 ㎡

BH0.28m3

下 層 路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=15cm

0.85 × 1.00

1.00 1.190 ｍ3

再生粗粒度As t=3cm
0.850 ㎡

施工幅1.8ｍ未満

アスファルト仮舗装
工

人力施工
0.85 × 1.00

1.00 0.850 ㎡

850

仮復旧工掘 削 工

As

機
械
掘
削

6
φ200　H=2.00m

ダスト

2
2
2
0

土
被
り
 
2
0
0
0

1
0
0

2
1
2
0

良質土
(流用土)

1
4
0
0

2
2
2
0

4
2
0

2
0
0

2
2
0

D(GX)φ200ロケーティングワイヤー

国道・県道(歩道)As舗装

【土留工 H=2.50m】

埋設表示シート

仮表層(再生粗粒度As)

3
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

再生粒調砕石 2
20

1
5
0



土砂

As塊

( × - )

×

再生粗粒度As t=3cm
1.00 0.550 ㎡

施工幅1.8ｍ未満

アスファルト仮舗装
工

歩道 人力施工
0.55 ×

0.550 ㎡

BH0.28m3

路 盤 工
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=10cm

0.55 × 1.00

1.00 0.204 ｍ3

BH0.28m3 1.00

管 路 埋 戻 工
流用土

0.55 × 0.37 ×

管 路 埋 戻 工
ダスト 0.55 0.36 0.003

0.195 ｍ3

0.253 ｍ3産 廃 処 理 費 土砂

0.037 ｔ産 廃 処 理 費 As 0.017 × 2.15

0.28m3 4t
× 1.00 0.017 ｍ3

0.28m3 4t

残 土 運 搬 工 0.55 × 0.03

BH0.28m3

残 土 運 搬 工 0.457 - 0.204 0.253 ｍ3

0.457 ｍ3

0cmを超え10cm以下

管 路 掘 削 工 0.55 × 0.83 × 1.00

0.550 ㎡

As ｔ=15cm以下

舗 装 版 取 壊 積 込 工
As

0.55 × 1.00

2.000 ｍ

7

数 量 計 算 書
(単　位　土　工)

送水管布設土工 県道 歩道 As HIVPφ50 (土被り h= 0.70 m) 【

舗 装 切 断 工 2.0条 × 1.00

名    称 形状寸法 算          式 数    量 単位 図                   形 土工

1.0 ｍ当り】

550

仮復旧工掘 削 工

As

機
械
掘
削

7
φ50　H=0.70m

県道 (歩道) As舗装

ダスト

86
0

土
被
り
 7
00

83
0

埋設表示シート

仮表層(再生粗粒度As)

37
0

86
0

36
0

ロケーティングワイヤー

60

HIVPφ50

10
0

20
0

30

良質土
(流用土)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 10
0

30



・ 交 通 誘 導 員 人 員 算 出 書

・ 土留工供用日数算定（H=2.50m）

・ 土留工供用日数算定（H=2.00m）

積 算 資 料 （ ６ 工 区 ）



工　種 名　　称 数　量 単位 摘　　要

布設～仮復旧 送水管φ200-車道部 201.42m / 21.5m/日 9.37 日

9.4 日

布設～仮復旧 送水管φ200-歩道部 330.11m / 21.4m/日 15.43 日

15.4 日

25 日

8 日

本復旧 舗装切断工As t=15cm以下 287.57m / 230.0m/日 1.25 日

舗装版取壊し工 809.09m2 / 236.0m2/日 3.43 日

不陸整正工　施工幅1.8m未満 809.09m2 / 217.4m2/日 3.72 日

不陸整正工　施工幅1.8m以上 / 625.0m2/日 日

アスファルト舗装(基層)　人力 190.85m2 / 250.0m2/日 0.76 日

アスファルト舗装(表層)　人力 190.85m2 / 250.0m2/日 0.76 日

アスファルト舗装(表層) 人力 歩道 / 940.0m2/日 日

路面切削工 576.03m2 / 1400.0m2/日 0.41 日

アスファルト舗装(表層)　機械 576.03m2 / 2300.0m2/日 0.25 日

区画線工 実線 W=15cm 291.30m / 1000.0m/日 0.29 日

区画線工 ｾﾞﾌﾞﾗ W=45cm 17.50m / 450.0m/日 0.04 日

11 日

2 日

計=(9.37)

交 通 誘 導 員 人 員 算 定
６工区

計    算　　式

計=(15.43)

布設～仮復旧　計=(24.80)

計=(10.91)

うち国道工事

うち国道工事



工　種 名　　称 数　量 単位 摘　　要

交 通 誘 導 員 人 員 算 定
６工区

計    算　　式

交通整理員数　計 起点部1人＋終点部1人 72.0 人 2.0人×36日

交差点規制時 5人 5.0 人 5.0人×1日

≒ 77 人

10 人

計=(35日)

計=(1日)

うち交通誘導警備員A



1.標準施工日進長計算

1-1. 施  工  条  件

広島県　三次市　市道

ダクタイル鋳鉄管GX形

Ｂ＝ ｍ

DP＝ ｍ

1日、実働8時間内の運転及び勤務とする。

1-２. 送水管φ200-H=0.70m(車道部),　日進長算定(仮復旧まで)

① 日（工程表より)

ｍ/日

1-3. 送水管φ200-H=0.70m(歩道部),　日進長算定(仮復旧まで)

② 日（工程表より)

ｍ/日

50.0 ｍ ÷ 2.33 日

50.0ｍ当り施工日数＝ 2.34

日進長＝ 50.0 ｍ ÷ 2.34

21.459 ≒ 21.5＝

日 ＝ 21.368 ≒ 21.4

標準掘削幅：

標準作業量：

施工場所 ：

埋設管種 ： φ200

土 被 り ：
(管理基準土被り) 0.70

0.60

50.0ｍ当り施工日数＝ 2.33

日進長＝



（県道 車道部　施工延長＝50.00ｍ当り） 送水管
ｍ

ﾌﾞﾛｯｸ

敷 砂 工

( 管 下 10cm)

ｍ2 0.12 ×

＝ 111.10

1.00 ＝ 0.12日＝ 30.00 ｍ2 Ａ ＝ 250.00

30.00 ｍ2 Ａ ＝

Ｅ 仮 復 旧 工 0.60 × 50.00 ＝ 30.00 Ａ

ｍ2 0.27 × 1.00 ＝ 0.27日＝ 30.00 ｍ2 ＡＥ 上 層 路 盤 工 0.60 × 50.00 ＝ 30.00 Ａ

Ａ

－ 0.038 )

0.03日

Ｅ 下 層 路 盤 工 0.60 × 50.00 ＝ 30.00

116.00 ｍ3 0.03 × 1.00 ＝Ｖ ＝ 3.00 ｍ3 Ｖ ＝Ｄ 機 械 埋 戻 工 0.60 × 0.10 × 50.00 ＝ 3.00

10.70

＝ 0.60日× 1.00

ｍ3 0.37 × 1.00

0.09日116.00 ｍ3 0.09 × 1.00 ＝Ｖ ＝ 10.70 ｍ3Ｄ 管 保 護 砂 工 ( 0.60 × ###

＝ 16.70 口 0.6010.00 Ｎ ＝ 10.00 口 ＮＣ Ｇ Ｘ 形 継 手 工 50.00 ÷ 5.00 ＝

× 50.00 ＝

ｍ 1.13 × 1.00 ＝ 1.13日＝ 50.00 ｍ Ｌ ＝ 44.30

Ｖ ＝

0.14日222.20 ｍ2 0.14 × 1.00 ＝＝

＝ 30.00 ｍ2 Ａ

Ｃ 鋳 鉄 管 据 付 工 50.00 (送水管φ200) ＝ 50.00 Ｌ

＝ 116.00 ｍ3 × 1.00Ｖ ＝Ｂ 0.60 × × 50.00 ＝

＝ 67.0024.60 Ｖ ＝ 24.60 ｍ3 Ｖ

ｍ3 Ｖ

Ｂ 機 械 掘 削 工 0.60 × 0.82 × 50.00 ＝

＝ 0.15日

＝ 0.37日

＝

＝ 194.00 ｍ2 0.15Ｂ 舗 装 版 取 壊 し 工 0.60 × 50.00 ＝

ｍ 0.43 × 1.00 ＝ 0.43日＝ 100.00 ｍ Ｌ ＝ 230.00

× 1.0030.00 Ａ

Ａ 舗 装 切 断 工 2 × 50.00 ＝ 100.00 Ｌ

①標準施工日数算定 φ200
施工延長　＝ 50.00

対 象
作 業 量

1 日 当 り の
標 準 作 業 量

作 業 日 数
工　　　種 計 算 式



（県道 車道部　施工延長＝50.00ｍ当り）

工　　　種 日　　数 摘　　　要

舗 装 切 断 工 0.43 日

0.52 日

管 布 設 工 1.73 日
Ｂが1/3完了時より開始

埋 戻 工 0.12 日 Ｂが全て完了後に開始

又は、Ｃ施工後、順次開始

0.53 日
Ｄ施工後、順次開始

施 工 日 数 2.33 日

Ｃ

Ｄ

Ｅ
路 盤 工
及 び 仮 復 旧 工

① 工 程 表 送水管D(GX) φ200

ﾌﾞﾛｯｸ

Ａ

Ｂ
掘 削 工
及 び 管 基 礎 工

2.33 

0.53 

0.12 

1.73 

0.52 

0.43 

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6



（県道 歩道部　施工延長＝50.00ｍ当り） 配水管
ｍ

ﾌﾞﾛｯｸ

敷 砂 工

( 管 下 10cm)

②標準施工日数算定
施工延長　＝ 50.00

対 象
作 業 量

1 日 当 り の
標 準 作 業 量

作 業 日 数
工　　　種 計 算 式

Ａ 舗 装 切 断 工 2 × 50.00 ＝ 100.00 Ｌ

× 50.00 ＝

ｍ 0.43 × 1.00 ＝ 0.43日＝ 100.00 ｍ Ｌ ＝ 230.00

Ｂ 機 械 掘 削 工 0.60 × 0.89 ×

＝ 0.15日＝ 194.00 ｍ2 0.15 × 1.0030.00 Ａ ＝ 30.00 ｍ2 ＡＢ 舗 装 版 取 壊 し 工 0.60

× 50.00

1.00 ＝ 0.40日

＝

Ｖ ＝ 67.00 ｍ3 0.40 ×＝ 26.70 Ｖ ＝ 26.70 ｍ3

116.00 ｍ3 × 1.00 ＝Ｖ ＝ ｍ3 Ｖ ＝Ｂ 0.60 ×

＝ 16.70

×

1.00

ｍ2

＝ 1.13日44.30 ｍ 1.13

0.60日

1.00 ＝ 0.12日

×

＝

1.00 ＝

＝

× 1.00＝

Ｎ

50.00 (送水管φ200) ＝

＝ 10.00 口 Ｎ

Ｌ ＝ 50.00 ｍ Ｌ

Ｄ 管 保 護 砂 工 ( 0.60 × ### － 0.038 ) ×

50.00Ｃ 鋳 鉄 管 据 付 工

Ｃ Ｇ Ｘ 形 継 手 工 50.00 ÷ 5.00 ＝ 10.00

Ｅ

1.00 ＝ 0.09日

Ｄ 機 械 埋 戻 工 0.60 × 0.37 ×

ｍ3 Ｖ ＝ 116.00 ｍ3 0.0950.00 ＝ 10.70 Ｖ ＝ 10.70

× 1.00

Ｅ 下 層 路 盤 工 × 50.00

ｍ3 Ｖ ＝ 116.0050.00 ＝ 11.10 Ｖ ＝ 11.10

上 層 路 盤 工 0.60 × 50.00 ＝

Ａ ＝ 222.20 ｍ2

Ａ

＝ Ａ ＝ ｍ2

0.14日

Ｅ 仮 復 旧 工 0.60 × 50.00

＝ 222.20 ｍ2 0.14 × 1.0030.00 Ａ ＝ 30.00 ｍ2

50.00

Ａ ＝ 250.00 ｍ2 0.12 ×＝ 30.00 Ａ ＝ 30.00

φ200

0.10日ｍ3 0.10 ＝

口 0.60 ×



（県道 歩道部　施工延長＝50.00ｍ当り）

工　　　種 日　　数 摘　　　要

舗 装 切 断 工 0.43 日

0.55 日

管 布 設 工 1.73 日
Ｂが1/3完了時より開始

埋 戻 工 0.19 日 Ｂが全て完了後に開始

又は、Ｃ施工後、順次開始

0.26 日
Ｄ施工後、順次開始

施 工 日 数 2.34 日

路 盤 工
及 び 仮 復 旧 工

② 工 程 表 送水管D(GX) φ200

ﾌﾞﾛｯｸ

Ａ

Ｂ
掘 削 工
及 び 管 基 礎 工

Ｃ

Ｄ

Ｅ

2.34 

0.26 

0.19 

1.73 

0.55 

0.43 

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6



  矢 板 長　：　H=2.50m

土留工（軽量鋼矢板）供用日数の算定

  矢板種別　：　Ⅱ型　（Ｗ＝250mm)

　地 区 名　：　三次市



ｍ

・１スパン当り延長

ｍ

/ ＝

・１スパン当り使用重量

ｍ × ｍ × 2 ＝ ｔ

・供　用　日　数

日 × ＝ ≒ 日

計 10.17

土留工数量計算書より ⑥ 10.17

Ｌ＝ 10.17

1.0 回転使用

10.17 2.50 t/m2×0.0592

10.17

軽量鋼矢板　使用重量、供用日数

転用回数

1.0 1.16 2.01.16

3.01

10.17

総延長Ｌ＝ 10.17

測　点 断面番号 土 工 延 長



地区：

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

H=2.50ｍ設置工 H=2.50ｍ設置工

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

H=2.50ｍ撤去工 H=2.50ｍ撤去工

腹起し材設置工 腹起し材設置工

軽量金属製支保 2段 軽量金属製支保 2段

腹起し材撤去工 腹起し材撤去工

軽量金属製支保 2段 軽量金属製支保 2段

切梁材設置工 切梁材設置工

水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 2段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 2段

切梁材撤去工 切梁材撤去工

水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 2段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 2段
166.70 ｍ 0.06 × 1.40 ＝

軽量鋼矢板供用日数算定 （H=2.50ｍ）
対　　　象　　　数　　　量

１日当りの標準作業量 供　用　日　数 区分
区間延長　Ｌ＝ 10.17 ｍ

（１スパン当り）

10.17 ｍ

機　械　掘　削 Ⅴ＝ 18.33 ｍ
3 Ⅴ＝ 18.33 ｍ

3

Ｌ＝Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ

1.40 ＝ 0.38日

Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 0.35日

0.04 × 1.40 ＝ 0.06日

＝ 0.14日

Ａ

Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ

機　械　掘　削 Ⅴ＝ 67.00 ｍ
3 0.27 ×

＝ 0.38日 ＡＬ＝ 37.20 ｍ 0.27 × 1.40

Ｄ

Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 166.70

40.00 ｍ 0.25 × 1.40 ＝

Ｄ

Ａ

Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 250.00 ｍ

ｍ 0.061 × 1.40 ＝ 0.09日

Ａ

管　　布　　設
(送水φ200)

Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ

Ｌ＝ 100.00 ｍ 0.10 × 1.40Ｌ＝ 10.17 ｍ Ｌ＝ 10.17 ｍ

0.09日 Ｄ

1.40 ＝ 0.32日 Ｂ

Ｇ Ｘ 継 手 工
(送水φ200)

Ｎ＝ 4.00 口 Ｎ＝ 4.00

管　　布　　設 Ｌ＝ 44.30 ｍ 0.23 ×

× 1.40 ＝ 0.34日 Ｂ口 0.24

機　械　埋　戻 Ｖ＝ 15.35 ｍ
3 Ｖ＝

口 Ｇ Ｘ 継 手 工 Ｎ＝ 16.70

15.35 ｍ
3 機　械　埋　戻 Ｖ＝ 116.00 ｍ

3 0.13 × 1.40 ＝ 0.18日 Ｃ



地区： 工　　程　　表 （軽量鋼矢板供用日数） （H=2.50ｍ）

管布設工：床付け検査を受け着手する事が原則であるから、1/2・掘削建込工程で着手。

埋戻工　：管の移動防止の上から管径2/3まで、着手は1/2・管布設・継手を原則とする。但し、管布設・継手日数が埋戻日数より多い場合は、管布設・継手と

　　　　　　　　　　　　 　　同時完了とする。

土留引抜：埋戻し,引抜き,締固めを繰り返し施工して埋戻工とほぼ同時着手・完了となる

・矢板の供用日数

1/2 ･ ａ ＋ 1/2 ・ b ＋ c (又は、1/2 ･ ａ ＋  b)

＝ 1/2・0.99日 ＋0.66日

＝ 1.16日

　Ｋ＝

0.0 0.5 1.0 1.5

供 用 日 数

土 留 引 抜ｄ

埋 戻 工ｃ

管布設・継手工ｂ

掘 削 建 込ａ

1.16 

0.41 

0.18 

0.66 

0.99 

軽量鋼矢板工程表(スパン当)



  矢 板 長　：　H=2.00m

土留工（軽量鋼矢板）供用日数の算定

  矢板種別　：　Ⅱ型　（Ｗ＝250mm)

　地 区 名　：　三次市



ｍ

・１スパン当り延長

ｍ

/ ＝

・１スパン当り使用重量

ｍ × ｍ × 2 ＝ ｔ

・供　用　日　数

日 × ＝ ≒ 日

軽量鋼矢板　使用重量、供用日数

転用回数

1.0 0.62 1.00.62

0.969

4.09

総延長Ｌ＝ 4.09

測　点 断面番号 土 工 延 長

1.0 回転使用

4.09 2.00 t/m2×0.0592

4.09

土留工数量計算書より ⑤ 4.09

Ｌ＝ 4.09

計 4.09



地区：

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

H=2.00ｍ設置工 H=2.00ｍ設置工

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

H=2.00ｍ撤去工 H=2.00ｍ撤去工

腹起し材設置工 腹起し材設置工

軽量金属製支保 1段 軽量金属製支保 1段

腹起し材撤去工 腹起し材撤去工

軽量金属製支保 1段 軽量金属製支保 1段

切梁材設置工 切梁材設置工

水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 1段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 1段

切梁材撤去工 切梁材撤去工

水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 1段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 1段

0.04 × 1.40 ＝ 0.06日 Ｃｍ
3機　械　埋　戻 Ｖ＝ 5.03 ｍ

3 Ｖ＝

口 Ｇ Ｘ 継 手 工 Ｎ＝ 16.70

5.03 ｍ
3 機　械　埋　戻 Ｖ＝ 116.00

0.13日 Ｂ

Ｇ Ｘ 継 手 工
(送水φ200)

Ｎ＝ 4.00 口 Ｎ＝ 4.00

管　　布　　設 Ｌ＝ 44.30 ｍ 0.09 ×

× 1.40 ＝ 0.34日 Ｂ口 0.24

Ａ

管　　布　　設
(送水φ200)

Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ

Ｌ＝ 200.00 ｍ 0.02 × 1.40Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ

0.02日 Ｄ

1.40 ＝

Ｄ

Ａ

Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 500.00 ｍ

ｍ 0.012 × 1.40 ＝ 0.02日

Ｄ

Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 333.30

43.50 ｍ 0.09 × 1.40 ＝

Ａ

Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ

機　械　掘　削 Ⅴ＝ 67.00 ｍ
3 0.08 ×

＝ 0.13日 ＡＬ＝ 43.10 ｍ 0.09 × 1.40

Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ

1.40 ＝ 0.11日

Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 4.09 ｍ Ｌ＝ 0.13日

0.008 × 1.40 ＝ 0.01日

＝ 0.03日

333.30 ｍ 0.01 × 1.40 ＝

軽量鋼矢板供用日数算定 （H=2.00ｍ）
対　　　象　　　数　　　量

１日当りの標準作業量 供　用　日　数 区分
区間延長　Ｌ＝ 4.09 ｍ

（１スパン当り）

4.09 ｍ

機　械　掘　削 Ⅴ＝ 5.53 ｍ
3 Ⅴ＝ 5.53 ｍ

3

Ｌ＝



地区： 工　　程　　表 （軽量鋼矢板供用日数） （H=2.00ｍ）

管布設工：床付け検査を受け着手する事が原則であるから、1/2・掘削建込工程で着手。

埋戻工　：管の移動防止の上から管径2/3まで、着手は1/2・管布設・継手を原則とする。但し、管布設・継手日数が埋戻日数より多い場合は、管布設・継手と

　　　　　　　　　　　　 　　同時完了とする。

土留引抜：埋戻し,引抜き,締固めを繰り返し施工して埋戻工とほぼ同時着手・完了となる

・矢板の供用日数

1/2 ･ ａ ＋ 1/2 ・ b ＋ c (又は、1/2 ･ ａ ＋  b)

＝ 1/2・0.29日 ＋0.47日

＝ 0.62日

　Ｋ＝

0.0 0.5 1.0

供 用 日 数

土 留 引 抜ｄ

埋 戻 工ｃ

管布設・継手工ｂ

掘 削 建 込ａ

0.62 

0.14 

0.06 

0.47 

0.29 

軽量鋼矢板工程表(スパン当)


